
３ 飼料作物

１ ほ場の選定
１）試験展示農家は、自給飼料生産に熱心で、試験展示・調査に協力的な地域のリーダー的農

家が好ましい。
２）試験展示ほ場は、その地帯の一般的な土壌条件をもち、地力が均一で、対象飼料作物の生
育環境に適した条件を備えるとともに、当該地帯内の代表的な数種の雑草が均一かつ一定量

発生することが望ましい。
３）品種は、展示実施地帯の代表的な品種を用いる。

２ 展示の方法
１）展示箇所数は１除草剤当たり３箇所を、また、実施期間は単年度を原則とする。
２）展示ほは、対象雑草の発生するほ場で実施するものとし、慣行区を設ける。慣行区の除草

剤は地域で使用されている代表的な除草剤とするが、その際、慣行除草剤は、試験除草剤と
同種類（処理時期・対象雑草等）になるよう留意する。

３）展示ほの面積は、1剤10a程度を基準とするが、農家の実状により適切な面積で実施する。

なお、ほ場内に小面積の無処理区を設け、発生する主要雑草を調べる。
４）展示効果が十分に得られるように配慮すること。(可能であれば、展示内容を示す掲示板
を設置すると良い)

３ 薬剤の散布
１）指定された薬量・水量（乳・液剤等 ・時期・方法で散布する。その他、各除草剤の「使）

用上の注意」を遵守すること。
なお、展着剤を加用した場合は成績書に展着剤名を記載する。

２）砕土、整地、鎮圧、覆土深、処理前後の土壌水分に留意すること。

３）普及指導員自らが散布するか、もしくは必ず立ち会う。
４）天気予報に留意し散布後の降雨を避ける。
５）散布に際しては、隣接ほ場等へ薬剤が飛散しないように十分に注意すること。

） 、 、 （ 、 、 、６ 除草剤処理時に 作物の生育状態 主要雑草の生育程度 発生前 発生始期 ○～△葉期
草丈□□cmなど 、風の状態、散布状況等を調査し、記録する。）
※雑草の葉期は「2007最新除草剤・生育調節剤解説 （(公財)日本植物調節剤研究協会）」

を参照。

４ 除草効果の調査

１）殺草経過
① 効果の発現 雑草への症状が発現した時期
② 効果の完成 雑草への症状が進行しなくなったと考えられる時期

完全に枯死しているか、草種の差があるか

③ 再生の発現 再生が始まった時期
塊茎等の繁殖器官からの発生、枯れ残った雑草からの再生
再生か後発生か

④ 抑草期間 雑草の平均草高が次の除草を必要とする状態に達した時期（目安は草高30
cm程度）

２）殺草効果の発現

速 ：処理後３日以内に効果発現
中 ：処理後４～７日に効果発現
遅 ：処理後８日以降に効果発現

３）効果の持続期間
極長：60日を超える
長 ：30～60日

短 ：30日に至らない



５ 薬害の確認

除草剤処理後から観察し、薬害の発生が認められた場合は、症状と薬害の程度及び発生の要
因などを調査し、記録する。
○土壌処理剤における発芽調査の方法

ア）処理後１０日前後に観察を行う。
イ）良：発芽率８０％以上 中：６０％以上 不良：６０％未満

その後も回復の有無を確認し、収量に影響があると判断された場合は、収量調査を行う。

◎薬害程度の評価 薬害の程度について以下の基準に従って評価する。
※ 除草剤普及適用性試験実施基準（(公財)日本植物調節剤研究協会）

薬害の程度 内 容 調査方法
無 薬害が認められない
微 薬害が認められるが、回復により減収しない

小 薬害による軽度の減収がある 観 察
中 薬害が強く、明らかな減収がある
大 薬害が著しく、回復しない

主な害徴として、生育抑制、黄化、白化、葉枯れなど。
「 」（ ） 。（参考） ※ 最新除草剤・生育調節剤解説 (公財)日本植物調節剤研究協会 を参照

６ 雑草調査
１）調査時期：土壌処理では処理25～50日後、茎葉処理では処理15～30日後を目安に残草量を

調査する。
なお、体系処理については、前処理剤あるいは後処理剤の処理時にも調査を実

施する。

２）調査面積：1区１㎡、２箇所（雑草発生の平均的な場所）
３）調査方法：
① 一定面積の全雑草を抜き取り、水洗後、草種別に重量（生重または乾物重）及び本数を

、 。 、 、測定し １㎡当たりの残草量を算出する なお 残草が少なく重量の計測が困難な場合は
本数調査でもよい。

② 凸凹面等除草剤の効果に他の要因が影響しやすいところや散布ムラ等で部分的に発生が

多いところは調査から除く。
③ 成績書に記載する場合の雑草の重量単位は小数点以下1桁、本数は整数で表示する。
④ 雑草が発生しているが小数点１桁以下の場合は「0.0」で、除草剤の効果によって対象

雑草が発生していない場合は「0」で、また、試験ほ場に対象雑草がない場合は「－」で
表示する。

７ 成績書の様式
成績書の様式及び記入例は 「畑作・冬作（麦）除草剤用」によるものとする。但し、草地、

飼料作（草地更新）除草剤の場合は 「草地飼料作（草地更新）除草剤用」による。、

８ その他
１）処理前後時及び処理時の写真を撮っておく。

２）虫害、水害、風害、ほ場の特異性などを記録し、試験結果に大きく影響する条件は成績書
に記載する。


